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 ご使用前に「はじめに/安全上のご注意」（1～4ページ）を必ずお読みく

ださい。 

 本取扱説明書を十分に理解してから、操作または保守を行ってください。 

 この取扱説明書は大切に保管してください。 

 この商品を利用できるのは日本国内のみです。国外では使用できませ

ん。 
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1. はじめに/安全上のご注意 

このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。 

本書には、お客様に正しく安全にご使用していただくための取り扱い上の注意を記載しています。

よくお読みになり内容を十分に理解の上、ご使用ください。 

また、本書には誤った使い方をした場合に発生する危害や損害の程度を次の通りに区分して

います。 

 

 

 

 

  

  絶対に行わないでください  必ず実行していただく内容です 

 感電危険  分解禁止 

 必ず接地工事を行ってください 

 

本製品内部は高電圧になっています。絶対に分解、改造、修理、塗装をしないでください。 

火災・感電・やけど・けが・故障のおそれがあります。 

 周辺に火気・ガス・水蒸気・液体・油煙・殺虫剤・引火性溶剤等を近づけないでください。 

火災・感電・やけどのおそれがあります。 

本製品の清掃には、有機溶剤（シンナー、ベンジン等）、強アルカリ性物質、および強酸性

物質を使用しないでください。 

高圧洗浄の水をかけないでください。 

火災・感電・やけど・けが・故障のおそれがあります。 

湿気が多い場所や湯気が当たる場所には設置しないでください。 

火災・感電・やけど・故障のおそれがあります。 

本製品の上に乗ったり、寄り掛かったり、物を置かないでください。 

本製品の上部および背面に触れないでください。 

火災・やけど・けが・故障のおそれがあります。 

高温部分に触れるおそれのある場所には設置しないでください。 

本製品の性能を十分に発揮できなくなるとともに、火災・やけど・故障の原因となります。 

揮発性、可燃性、腐食性およびその他の有毒ガス・液体に触れる場所に設置しないでくだ

さい。 

火災・感電・やけどのおそれがあります。 

他社の蓄電池やリモコンと接続しないでください。 

火災・故障のおそれがあります。 

警告 

本文中に使用される“図記号”の意味は以下の通りです。 

注 意 

警 告 正しい取り扱いをしなければ、死亡や重傷などに結びつく 

可能性があります。 

正しい取り扱いをしなければ、けがをしたり物的損害を受けたりする 

可能性があります。 
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本製品内部に物を入れないでください。 

火災・感電・やけど・けが・故障のおそれがあります。 

安全ピン、クリップ等、金属類を端子部に接触させないでください。 

火災・感電・やけど・けが・故障のおそれがあります。 

本製品に物をぶつけたり、衝撃を与えたりしないでください。 

液漏れがある場合は、液体には触れないでください。 

火災・感電・やけど・けが・故障のおそれがあります。 

心臓ペースメーカ等の医療機器を動作中の本製品に近づけないでください。 

生命に危険を及ぼすおそれがあります。 

子供を本製品周囲で遊ばせたり、触らせたり、操作させたりしないでください。 

感電・やけど・けがのおそれがあります。 

本製品（ケーブルを含む）を外したり、引いたり、曲げたり、切断しないでください。 

ケーブル類が破損するような状況で使用しないでください。 

火災・感電・やけど・けが・故障のおそれがあります。 

特定負荷用切替開閉器に接続されたコンセントに以下の製品をつながないでください。 

・供給電力が一瞬でもなくなると、生命や財産に損害を与えるおそれのある電気製品 

・供給電力が一瞬でもなくなると、設定がリセットされる電気製品 

・供給電力が一瞬でもなくなると、出力が安定しない電気製品 

・自動的に電力が供給された場合に、異常な状態になる電気製品 

・ガス機器 

・バックアップ電源がないPCおよび情報機器 

・すべての医療機器、防犯機器 

・灯油やガスを用いた暖房機器 

財産・生命に危険を及ぼすおそれがあります。 

 

 

雨天時や手、身体がぬれた状態で触れないでください。 

火災・感電・やけど・けが・故障のおそれがあります。 

 必ずアース線の接続を行ってください。ガス管には接続しないでください。 

火災・感電・やけど・けが・故障のおそれがあります。 

 異常（異臭、異音、発熱、発煙など）が起きた場合は、使用を中止してください。 

火災・感電・やけど・けが・故障のおそれがあります。 

陸送以外の輸送の場合は、販売店にお問い合わせください。 
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本製品の運転中、または運転停止後しばらくは、本製品に触れないでください。 

やけどのおそれがあります。 

ソフトウェア更新中に屋内用リモコンの電源を切らないでください。 

故障のおそれがあります。 

 廃棄する際は必ず販売店にご連絡ください。 

 
本製品は住宅用太陽光発電以外には使用しないでください。 

故障のおそれがあります。 

 

本製品の周囲にラジオ/テレビ/アマチュア無線機/防災無線機など電波を使用する機

器がないことを確認してください。 

放送局送信アンテナと家庭用受信アンテナとの間に本製品を設置しないでください。 

受信障害が発生するおそれがあります。 

 
本製品を長期間使用しない場合は、＜シャットダウン手順＞に従いシャットダウンしてく

ださい。 

注意 
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＜製品使用環境に関する注意事項＞ 

以下の環境下には設置しないでください。 

本製品の性能を十分に発揮できなくなるとともに、火災・やけど・故障の原因となります。 

 

・ 周囲温度が-20℃以下となる場所（凍結のおそれのある場所） 

・ 周囲温度が高温（50℃以上）になる場所（締め切った狭い場所） 

・ 周囲湿度が高い（95％RH 以上）場所（水上や、湯気などが当たる場所） 

・ 常に直射日光が当たる場所 

・ 塵埃が著しい所（砂漠地域、工場内多塵環境） 

・ 腐食ガスや可燃性ガス、油煙にさらされる場所 

・ 冠水や雪に埋もれるおそれがある場所 

・ 風通しが悪い場所 

・ 洗濯物や衣類に近い場所 

・ 壁紙や変色し易い物の付近 

・ 重塩害地域（沿岸から 500m 以内の地域、潮風や海水に直接さらされる場所） 

・ 標高 2000 メートル以上の場所 

・ TV やラジオ、通信用のアンテナやケーブルに近接した送受信に影響する場所 

（製品から十分に離すことで影響がない範囲でご使用ください） 

・ 繰り返し振動を受ける場所や強衝撃を受ける場所 

・ 日本国外 
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2. 本製品の説明 

＜本製品について＞ 

・ 太陽電池で発電した電力を家庭内で使用できます。 

・         〃        蓄電池に貯めて家庭内で使用できます。 

・         〃        電力会社に売ることができます。 

・ 停電時のバックアップ電源として利用できます。 

 

＜特徴＞ 

■ 経済メリット 

• 本製品の導入により電気の有効利用ができ、電気料金の支払いを抑えることが見込め

ます。 

 

• 太陽電池で発電した電力は、家庭内で自家消費して余剰電力があれば、電力会社へ売

電します。蓄電池には昼間の太陽光発電だけでなく、夜間の安い時間帯の電力などを

充電することができ、ライフスタイルに合った運転コースの設定が可能です。 

 

■ 安心 

• 非常時等による停電時は、自立運転で継続的に電力を使用することもできます。 

（発電量や電池残量により、利用できる電気製品は異なります） 

 

• 屋内用リモコンで本製品の故障や異常を検知して、ご指定のメールアドレスへ自動でメ

ール送信してお知らせをします。 

 

■ その他  

• 蓄電池ユニット（オプション品）を増設することで、発電した電力や夜間電力をより多く蓄

えることできます。 

※本製品2.3kWh ＋ 【蓄電池ユニット(オプション品)：MPR01H2035MR 容量：3.5kWh】 

 

• 発電、蓄電、消費量などの状況は、表示端末(スマートフォン、タブレット、パソコン等)で

いつでも表示可能で日々の節電をサポートします。 

※通信環境、状況により表示できない場合もあります。 
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【標準イメージ】 

 

 

 

・蓄電池一体型システム（本製品） 

発電された電気を家庭内で使える電気に変換する機能と、発電された電気または電力会社（商用

系統）から蓄電池に充電する機能を兼ね備えたシステムです。 

 

・屋内用リモコン(MPR0003) 

本製品の運転コースの切り替え操作や、様々な電力情報を表示できるリモコンです。 

 

・蓄電池ユニット(オプション品: MPR01H2035MR) 

蓄電池容量を増やすことができ、発電した電力や夜間電力をより多く蓄えることができます。 

 

・太陽電池 

接続可能な最大出力は、5.4kWまでで、設置済みの太陽電池にも接続可能です。 

最大電力点追従機能（MPPT）を内蔵しているため、多様なレイアウトでも対応可能です。 

 

・特定負荷用切替開閉器/切替盤(非常用コンセント)<別売品> 

非常時等の停電発生時に優先して電気を供給する場所(特定負荷)に設けて、メンテナンス等に使

用します。 

  

電⼒会社
蓄電池⼀体型システム

太陽電池

電化製品等

LAN

ルータ

スマートフォン等

インターネット

屋内⽤リモコン
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＜連系運転（通常時）＞ 

本製品を電力会社の商用系統に接続して運転することを連系運転といいます。住宅の消費電

力よりも太陽電池が発電した電力が上回っている場合は、電力会社に発電電力を売る（売電）こ

とができます。一方、住宅内の消費電力よりも太陽電池が発電した電力が下回っているときは足

りない電力を電力会社から買う（買電）ことになります。 

※太陽光発電の電力は家庭内で消費し、余剰分を売電します。売電をしている時は蓄電池から

の放電は行うことはできません。 

 

【売電】 

 

【買電】 

 

  

インターネット

電⼒会社

蓄電池⼀体型システム

太陽電池

屋内⽤リモコン

電⼒会社
蓄電池⼀体型システム

(充電 )

インターネット

屋内⽤リモコン
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＜自立運転（停電時）＞ 

本製品を電力会社の商用系統に接続しないで独立して運転することを自立運転といいます。非

常時等の停電時に電力会社から電力が正常に供給されない場合、本製品は自動的に系統から

切り離され、手動または自動で自立運転できます。自立運転の開始方法は、＜自立運転の開始

と停止＞に記載してあります。 

 

※非常用コンセントに挿している電気製品がある場合は蓄電池から電気を供給します。 

※出力容量・電池残量により、停電時に使える電気製品は制限されます。夜間など太陽電池で発

電が無い、且つ電池残量が無い場合は出力を停止します。 

【昼間】 

 

 

【夜間】 

 

 

 

 

 

 

  

電⼒会社

蓄電池⼀体型システム

太陽電池
屋内⽤リモコン

電⼒会社

蓄電池⼀体型システム

屋内⽤リモコン
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■ 電池残量により使用できる電気製品の目安（例） 

※機器の消費電力などによって異なります。 

また、以下の時間は年数経過による蓄電池容量の劣化（低下）は考慮しておりません。 

 

・ 20％：冷蔵庫（約30W）は約13時間、照明、TV（合計100W以下）などの簡易な電気製品 

は約 4 時間、表示端末の充電（約 7W）は、約 60 時間使用できます。 

 

・ 50％：冷蔵庫（約30W）は約35時間、照明、TV（合計100W以下）などの簡易な電気製品 

は約 10 時間、電気ポットや電子レンジ（1kW 以下）を約 1 時間使用できます。 

 

・ 100％：冷蔵庫（約30W）は約70時間、照明、TV（合計100W以下）などの簡易な電気製品 

は約 21 時間、電気ポットや電子レンジ（1kW 以下）は約 2 時間使用できます。 

 

自立運転ご利用の注意点 

■ 発電状況などにより供給が止まることがあるため、以下のような電気製品は自立運転中の

非常用コンセントには、接続しないでください。 

・ 医療機器などの生命に関わる全ての機器 

・ 途中で電源が切れるとデータなどに不具合を生じる可能性のある機器 

・ 灯油やガスなどを用いて熱を発する暖房機器 

・ 電源が入ると自動的に運転を開始する機器 

・ その他、生命や財産に損害を受けるおそれのある機器 

【電気製品（例）】 

デスクトップ型パソコンなどの情報機器、灯油ストーブ、ガスストーブ、電気ストーブ、 

遠赤外線ヒーター、掃除機、エアコン、洗濯機、乾燥機 

■ 非常用コンセントに接続する電気製品の消費電力の合計は2kW（20A）以下でご使用ください。 
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＜蓄電池ユニット増設＞ 

 

【昼間】 

 

【夜間】 

 

蓄電池ユニット(オプション品：MPR01H2035MR)を導入することで、蓄電池容量を増加し、太陽

電池で発電した電力や夜間電力をより多く蓄えることができるようになります。自家消費率を上げ

たり、非常時に利用できる電力量が増加します。 

※最大出力は2kW 

本製品(2.3kWh)＋蓄電池ユニット(3.5kWh)⇒蓄電池容量5.8kWh 

 

 

  

電⼒会社

太陽電池

蓄電池⼀体型システム

蓄電池ユニット

インターネット

屋内⽤リモコン

電⼒会社

蓄電池⼀体型システム

蓄電池ユニット

インターネット

屋内⽤リモコン
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＜各部名称＞ 

蓄電池一体型システム 

 

 

 

① フロントカバー 

② サイドカバー 

③ 蓄電池ユニット用サイドカバー 

（蓄電池ユニットMPR01H2035MRを設置/配線を行う場合に使用します） 

④ 放熱部カバー 

⑤ 固定用スタンド 

  

③ 

② 

銘版
ラベル

④

⑤

警告
ラベル
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屋内用リモコン（MPR0003） 

※以下、リモコンと記載します。 

 

屋内専用 非防水性 

横幅×縦幅×奥行き 116×120×22 mm 

① 売買表示(売電・買電) ⑧ 状態表示LED 

② 表示部(7セグメント+小数点、5桁) ⑨ サブボタン(連系運転、自立運転、設定、 

メール通知、警告解除) 

③ 単位表示(kW , kWh , ％) ⑩ microSD差込口 

④ 通信状態 ⑪ 無線モードセレクト(AP/STA) 

⑤ メインボタン選択表示 ⑫ 主電源スイッチ 

⑥ メインボタン ⑬ 本体底面（銘板ラベル） 

⑦ メニューボタン  

 

リモコンへ表示される７セグメントは次のようになります。 

 

  

O
N

/O
FF
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＜ボタン説明＞ 

名 称 ボタン 説明 

太陽ボタン 

 

太陽電池の発電量の表示 

※ボタン押す毎に表示が切り替わります。 

kW（現在の発電電力）⇒kWh（日間発電量） 

 コース選択設定時：上ボタンとなります。（△） 

系統ボタン 

 

売買電力の表示 

※ボタン押す毎に表示が切り替わります。 

kW（現在の売買電力）⇒kWh（今日の買電電力量） 

⇒kWh（今日の売電電力量） 

コース選択設定時：下ボタンとなります。（▽） 

電池ボタン 

 

電池の充放電電力や残量を表示 

※ボタン押す毎に表示が切り替わります。 

 kW（現在の充放電電力）⇒％（電池残量）※充電時は(－)になります。 

コース選択設定時：決定ボタンとなります。（〇） 

メニューボタン 

 

サブボタンを表示させます。 

 約2秒間長押しすることで以下のサブボタンを表示可能です。 

サブボタン  説明 

運転停止ボタン 

 

本製品の運転を開始/停止することができます。 

※日常での操作は不要です。 

運転/停止方法参照 

自立ボタン 

 

自立運転の開始/停止することができます。 

 ＜自立運転の開始と停止＞参照 

設定ボタン 

 

お好みの運転コースへの設定ができます。 

 ＜運転コース設定方法について＞参照 

メール通知 

 

Web画面のACCESS URLや電力情報を設定したメールアドレスへメー

ル通知することができます。 

 

警告解除ボタン 

 

エラー発生時に約2秒間押すことで解除することができます。 

 エラー発生時（エラーコード表示）の対処方法は、＜エラーコードが表

示されたとき＞に記載してあります。 
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3. 運転/停止方法 

本製品を運転する場合や異常時などに運転/停止する場合には、以下の手順を行ってください。

ご不明な場合は、お買い上げの販売店または施工店へお問い合わせください。 

＜運転を開始する＞ 

※日常操作は不要です。 

① リモコン本体側面の主電源スイッチを「ON」にしてください。 

 

② 待機後に表示部が全点灯した後、「LOAD」が点滅して、消灯します。（約120秒） 

※連系接続用ブレーカ(太陽光発電用)を「OFF」から「ON」にして運転を開始した場合は、約

300 秒間の待機時間があります。 

③ メニューボタンを約2秒間長押しして、サブボタンを表示させます。 

                   

④ 運転停止ボタンを押すと、運転停止ボタン上の状態表示LEDが緑色に点灯し、運転が開始さ

れます。 

※リモコン右上の通信状態が点灯するのは無線モードセレクトが「STA」の時です。 
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＜運転を停止する＞ 

リモコンの画面の表示部のLEDが表示されていないときはメニューボタンを押すことで表示

されます。 

① メニューボタンを約2秒間長押しして、サブボタンを表示させます。 

② 運転停止ボタンを押して、運転を停止します。 

※運転停止状態でも宅内の電力使用量は系統ボタンを押すことで確認できます。 

                   

 

 

＜シャットダウン手順＞ 

長期間使用しない場合や異常が発生した場合は、必ず以下の手順の通りシャットダウンを行っ

てください。 

① 運転停止の手順に従って運転を停止してください。 

② リモコン本体側面の主電源スイッチを「OFF」にします。 

③ 主分電盤の連系接続用ブレーカ（太陽光発電用）を「OFF」にしてください。 

④ 特定負荷用切替開閉器がある場合は開閉器（レバー）が商用系統(電源)側になっていること

を確認してください。※開閉器（レバー）の表記はメーカーによって異なります。 
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4. 停電時の運転（自立運転）について 

自立運転自動切替の設定 

停電時、運転開始方法(自動/手動)の切り替えを設定できます。 

※初期設定では、手動(自動切替は「OFF」)になっています。 

表示端末から詳細設定を行います。(＜自立運転の自動切替設定＞をご確認ください。) 

※運転開始方方法が自動もしくは手動であっても停電時に使用していた電化製品は一旦停止

します。 

※停電時使用できる場所は特定負荷用切替盤(非常用コンセント)のみです。 

 

＜自立運転の開始と停止＞ 

 手動設定の場合※初期設定時 

① 製品が停電が発生すると自動的にサブボタンが表示され、自立ボタン上の状態表示LEDが

点滅します。 

※電池の残量(％)が表示されます。 

② 自立ボタンを押すと、自立運転を開始します。 

※再度自立ボタンを押すと自立運転が停止します。自立運転を停止しても太陽電池からの

充電は行います。 

③ 停電が解消すると自動的に通常運転(連系運転)に戻ります。 

 

 自動設定の場合 

① 停電が発生すると自動的にサブボタンを表示し、自立運転を開始します。 

※電池の残量(％)が表示されます。 

② 停電が解消すると自動的に通常運転(連系運転)に戻ります。 

※特定負荷用切替開閉器/切替盤を切り替えた瞬間、配線が接続されている機器が一瞬停

止しますが、本製品の故障ではありません。停電時の自動切替や停電が解消時の自動切

替時間は約10秒以内です。  
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5. 運転コース 

3つの運転コースから、お客様のご契約の電気料金プランおよびご家庭の使用状況に応じた運

転コースを選ぶことができます。（リモコンによる設定方法は＜運転コース設定方法について＞、

表示端末による設定方法は＜運転コース詳細設定＞に記載してあります。） 

※初期の運転コースはコース3の備蓄優先コース（STORE）となります。 

 

＜コース1 夜間充電優先コース(ECO)＞  
太陽電池で発電した電力は家庭内の電気製品で優先的に消費され、蓄電池が満充電でない

場合は蓄電池へ充電されます。また余剰電力がある場合は電力会社へ売電します。設定した充

電時間帯に蓄電池に充電し、設定した放電時間帯に放電します。 

★発電した電力をより多く売電されたいお客様にオススメのコースです。 

・ 充電時間：23時から7時の間（初期設定時） 

・ 放電時間：7時から23時の間（初期設定時） 

※ご契約の電気料金プランにより時間帯料金設定が異なるため、必要に応じてお客様にて

充放電時間帯を設定ください。 
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＜コース2 自家消費優先コース(GREEN)＞  

太陽電池で発電した電力は家庭内の電気製品で優先的に消費され、余剰電力を蓄電池に充

電し、さらに余った電力は電力会社へ売電します。夕方日没後から夜間にかけて放電します。 

★発電した電気を充電に優先されたいお客様にオススメのコースです。 

・ 充電時間：太陽電池が発電している時間 

・ 放電時間：日が落ちて消費電力が上回った時間 

 

 

 

※積雪等で長期間充電がない場合、蓄電池の自然放電による過放電保護のため、一時的に充

電動作に切り替わる場合があります。 
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 ＜コース3 備蓄優先コース(STORE)＞  

太陽電池で発電した電力は優先的に蓄電池に充電し、満充電に達し、余剰電力が発生した場

合は家庭内の電気製品で消費します。家庭内で消費しきれない場合は電力会社へ売電します。

太陽電池の発電が少ない場合、電力会社から買電します。蓄電池が満充電になり、太陽電池か

らの発電がなくなると、本製品は待機状態となります。蓄電池の電力は非常時の自立運転時にの

み放電されます。 

★非常時に備えることを優先されたいお客様にオススメのコースです。 
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＜運転コース設定方法について＞ 

リモコンから本製品の運転コースを設定できます。 

① メニューボタンを約2秒間長押しして、サブボタンを表示させます。 

設定ボタンを押すと、現在設定中のコースが表示されます。 

※操作開始画面の表示は異なっている場合があります。 

                   
 

② 電池ボタン（〇）を押すとコース名が点滅します。 

点滅中に太陽ボタン（△）または系統ボタン（▽）を押すと、コースの表示が切り替わります。 

⇒ ⇒ の順に表示されます。 

※コースの説明は、運転コースに記載してあります。 

                   
 

③ 設定をしたいコースが表示された状態で、電池ボタン（〇）を押して設定が完了となります。 

完了するとコースの表示が”点滅”から”点灯”に変わります。設定完了後、約60秒間操作し

ないか、設定ボタンを押してメニューボタンを押すと通常画面に戻ります。 
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6. 表示端末による操作・表示 

＜概要＞ 

ご自宅で表示端末から詳細な運転状況の確認や設定を行うことができます。 

 

※ご自宅の外から表示端末よりWeb画面を見ることはできません。 

※ご利用には無線で通信を行うことのできる以下のような表示端末が必要になります。 

・ スマートフォン 

・ パソコン（無線LAN通信を行えること） 

・ その他、タブレット端末 

※一部の表示端末からはWeb画面を見ることができない場合があります。 

 

＜ご利用時の注意・おねがい＞ 

■ 電波使用について 

無線LANでは、表示端末と無線で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に

通信の接続が可能になります。セキュリティ設定を行っていない場合に以下のような問題が発生

する可能性があるため、お客様自身でセキュリティの設定を必ず行ってください。 

・ 通信内容を盗み見られる可能性があります。 

・ 不正に侵入される可能性があります。 

 

インターネットに接続する場合、通信料はお客様負担になります。Web 画面に表示されている

電力量と実際の電力会社の明細書等に記載されてある電力量が異なる場合があります。これは

計測上の誤差、端数（小数点）の切り捨てが行われているためです。 
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＜トップ画面の説明＞ 

Web画面で電力の使用量や蓄電量、グラフなどを表示できます。 

★接続したURLはお気に入り登録などブックマークされることをオススメします。 

※画面のレイアウトは予告なく変更されることがありますのでご了承ください。 
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＜リモコンと表示端末の接続＞ 

接続前の設定 

はじめに次の確認をしてください。 

① 表示端末を用意してください。 

② リモコン本体側面の主電源が「ON」になっていることを確認してください。 

③ リモコン本体側面のの無線モードセレクト（AP/STA）の状態を確認してください。 

④ 簡 易 取 扱 説 明 書 「 施 工 店 記 入 欄 ・ リ モ コ ン 特 記 事 項 」 に 有 線 LAN の 有 無

/SSID/KEY/ACCESS URL が記載されているか確認してください。 

 

①【表示端末】         ②【主電源スイッチ】            ③【無線モードセレクト】 

 

 

 

  

 

 

  

  

O
N/

O
FF

ST
A 

 A
P

m
icr

oS
D

ST
A 

 A
P

O
N/

O
FF

ST
A 

 A
P

m
icr

oS
D

O
N/

OF
F



 
 

 

24 
 

Wi-Fiへの接続 

リモコンは無線親機として動作し、表示端末はリモコンと直接通信をします。 

① 無線モードセレクトが「STA」の場合は「AP」に切り替え、有線 LAN ケーブルが挿さっている場

合は、LAN ケーブルを抜いてリモコンの主電源スイッチを入れ直してください。 

② 表示端末の Wi-Fi を有効にして、ネットワーク一覧からリモコンの SSID を選択し、KEY(パスワ

ード)を入力してください。 

※KEY/SSID(簡易取扱説明書「施工店記入欄・リモコン特記事項」参照)を確認してください。 

記載がない場合はリモコン本体底面の銘板ラベルからもご確認できます。 

※ご使用できるSSIDは半角英数字のみです。空欄、特殊記号は使用できません。 

※ENEMO01_XXXX の XXXX は機器ごとに異なります。 

 

【機種ごとの接続画面例】※機種などにより表示が異なる場合があります。 

   

Android OS の場合          iOSの場合            Windows10の場合 

 

③ Wi-Fiの接続を確認してください。 

     

Android OS の場合           iOS の場合           Windows10 の場合 



 
 

 

25 
 

ACCESS URLに接続 

① Wi-Fiへの接続完了後、ACCESS URL(簡易取扱説明書「施工店記入欄・リモコン特記事項」

参照)を以下対応ブラウザから接続してください。 

対応ブラウザ：Google Chrome                 Safari  

② ログイン画面が表示されるので、ユーザID：userとパスワード：passを入力してください。 

 

③ トップ画面が正常に表示される事を確認してください。 

※通信の設定がうまく行えない場合は、リモコン本体側面の主電源スイッチを入れ直してくだ

さい。 

 

＜Web画面共通操作＞ 

① 各種設定を行う際は、トップ画面の「設定」より行ってください。 

② メニュー(リモコン・PCS1・PCS2)を選択することによって各種設定ページに移動します。 

下図は各種設定の共通操作になります。設置環境によってはPCS2は表示されません。 
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メール/ネットワーク設定 

メール設定により異常発生時のメール通知や電力情報のメール通知ができますので、必ず設

定してください。ルータをご準備の上、以下の手順で操作を行ってください。 

① 設定画面内のメニューの「リモコン」を押してください。 

 

② 「メール設定」を選択してください。 

 

 

③ ACCESS URLを送付するメールアドレスをメール配信先に入力し、「更新」を押してください。 

※登録するメールアドレスへ Web 画面を表示する際の専用 URL を送信しますので、１つは

必ず入力してください。 

メールアドレスの登録は最大10件まで可能です。 

 

 

④ 「ネットワーク設定」を選択してください。 

 

 

⑤ STAモード設定の「SSID」、「KEY(パスワード)」にお使いのルータのSSIDとKEY(パスワード)を

入力して、「更新」を押してください。 

 

 

⑥ リモコン本体側面の主電源スイッチを「OFF」にしてください。 
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STAモードへの切り替え 

① インターネット回線（無線LAN）で接続する場合は、リモコン本体側面の無線モードセレクトを

「STA」に切り替えてください。LANケーブルで接続する場合は、リモコンにLANケーブルを挿

してください。 

② リモコン本体側面の主電源スイッチを「ON」にしてください。 

メールでのACCESS URLの通知 

① リモコン立ち上がり、数秒後にリモコン右上の通信状態が点灯することを確認してください。 

点灯している状態で、メニューボタンを約2秒長押しして、サブボタンを表示させ、サブボタン

のメール通知ボタンを約5秒長押ししてください。 

※通信状態が点灯していない場合はメール/ネットワーク設定からご確認ください。 

 

 

② 次のようなメールがメール/ネットワーク設定の③で登録したメールアドレスへ届きます。 

メールに記載されているACCESS URLはWeb画面のURLです。表示端末のブラウザのアドレ

ス欄に入力してください。 

(ログイン画面表示後はACCESS URLに接続の②・③の操作と同じです。) 

 

 

※ルータを再起動させると、表示端末接続用のURLが変更されることがありますので、再度メール

での表示用URLの通知の手順を行い、新しいURLを入手してください。 

  

[ 件名 ]︓” MPR01S4023” ACCESS URL
[ 差出⼈ ]︓” Web 画⾯で設定したメールアドレス ”
[ 本⽂ ]︓ 機器 No
[MAC アドレス ]:” MAC アドレス ” SerNo.” 製造番号 ”
Web 画⾯の ACCESS URL は以下です。
iPhone 及び iPad をご利⽤の⽅︓http://enemo01.local
iPhone 及び iPad 以外の端末をご利⽤の⽅︓” IP アドレス ”
※本メールアドレスは配信専⽤ですので、返信をいただいても
 お問い合わせにお答えすることができません。
※本メールにお⼼当たりがない⽅は、速やかに削除をお願い致します。

ACCESSURL が
表⽰されます 。
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＜リモコンの基本設定＞ 

① Web画面の右上の「設定」を押してください。 

② 下図のメニューより「リモコン」を選択してください。 

 

 

 

③ 「リモコン」を選択後に、「基本設定」を押してください。 

④ 設定の変更を行われたら、「更新」を押してください。 
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■ 料金設定（円）ご契約の基本料金・昼間・夜間料金・売電単価 

お客様がご契約されている電力会社の電気料金プランの単価を設定できます。 

設定された単価で積算し、おおよその電気料金を確認できます。 

※システムの表示と実際の電力会社の明細書等に記載されてある電力量が異なる場合が

あります。これは計測上の誤差、端数（小数点）の切り捨てが行われているためです。 

 

＜メールの設定＞ 

① 「リモコン」メニューの「メール設定」を押してください。 

 

② 項目を「有効」に設定しておくことで、以下の情報が登録されているメールアドレスに通知され

ます。 

• 異常通知メール配信：異常発生時にメール通知します。 

• 実績積算メール配信  毎日 ： 毎日の電力情報の積算量をメール通知します。 

• 実績積算メール配信  毎月 ： 毎月の電力情報の積算量をメール通知します。 

※「有効」に設定すると以下の日時で通知されます。 

実績積算メール配信 毎日 ： 前日の電力情報については翌日の10時頃。 

実績積算メール配信 毎月 ： 先月の電力情報については翌月1日の10時頃。 

 

③ エラー情報や電力情報を受信したいメールアドレスの追加や変更、削除を行えます。 

 

④ 設定の変更、入力を行われたら、「更新」を押し、「更新されました」のメッセージが出たら完了

です。 
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＜運転コース詳細設定＞ 

① ｢PCS1｣メニューの｢基本設定｣を押してください。 

② 項目の設定を変更し、反映させる場合は「更新」を押し、「更新されました」のメッセージが出

たら完了です。 

※充電・放電時間についてはお客様自身で設定していただけます。 

 

 

 

  

コース選択を 

行ってください。 

コース選択を行うと 

自動的に入力されます。 

必要に応じて個別で 

設定してください。 
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■ コース 

運転するコースの設定・変更を行えます。（コースの説明は運転コースに記載してあります。） 

 

■ 充電開始/終了時間（時/分）※夜間充電優先コース（ECO）のみ変更可能 

蓄電池への充電開始/終了時間（停止）を設定できます。 

設定時間中は太陽光発電、または商用系統(電源)から蓄電池へ充電をします。夜間などの

安い電気料金時間帯に充電時間を設定することで電気料金の削減に繋がります。 

 

■ 放電開始/終了時間（時/分） 

※夜間充電優先コース（ECO）、自家消費優先コース（GREEN）のみ変更可能 

蓄電池からの放電開始/終了時間（停止）を設定できます。 

設定時間中は最大 2kW までを上限として、電気製品へ電気を供給（放電）します。また太陽

光発電の発電量がご家庭の使用電力を超えている場合は、蓄電池へ充電をします。 

 

■ 放電終始SOC 

蓄電池から電力の供給（放電）を停止する残量を 0％または 20％～100％で設定できます。 

※備蓄優先コース（STORE）では 0％は選択できません。 
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＜自立運転の自動切替設定＞ 

① ｢PCS1｣メニューの「PCS設定」を押してください。 

② 自立運転自動切替の「自動/手動」を選択してください。 

③ 項目の設定を変更し、反映させる場合は「更新」を押し、「更新されました」のメッセージが出

たら完了です。 

 

＜主幹ブレーカの設定＞ 

本製品が夜間充電を行う電力によって、アンペアブレーカ・主幹ブレーカが落ちるの防ぎます。 

アンペアブレーカ容量・主幹ブレーカ容量・自立出力バイパス機能は施工店で初期設定していま

す。お客様が契約を変更された場合のみ、項目の設定を変更してください。 

＜アップデート中の注意＞ 

リモコン表示部に「 (UPDAT)」が表示されている際は、ファームウェアのアップデ

ート中のため、リモコン本体側面の主電源スイッチを「OFF」にしないでください。ファームウ

ェアのアップデートは夜間の運転停止中に自動的に行われますので、お客様の操作は不

要です。  
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7. データダウンロードについて 

実績データまたは、遠隔出力制御スケジュールをPCまたはmicroSDカードにダウンロードするこ

とができます。 

＜実績値ログ＞ 

■ 保存内容 

項目 説明 

売電電力量 電力会社へ売電した電力量 

発電電力量 太陽光で発電した電力量 

蓄電池残量 その日の最後の残量値（％）※日間データのみ 

買電電力量 電力会社から購入した電力量 

蓄電池放電量 蓄電池から放電した電力量 

発電自己消費量 太陽光で発電した電力の内、自宅で消費した電力量 

※電力量は目安になります。電力会社からの値が正式な値となります。 

 

■ 保存期間 

項目 microSDカードなし microSDカードあり(別売) 説明 

日間データ 1週間分 15年分 30分毎の電力データ 

月間データ 1ヶ月分 15年分 １日毎の電力データ 

年間データ 15年分 15年分 月単位の電力データ 

※表示端末によっては保存できない場合があります。 
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＜データのmicro SDカードへの保存方法＞ 

① トップ画面の「データダウンロード」を押して、「実績ダウンロード」を押してください。 

② 設定のメニューリストから保存したい対象を押してください。 

③ 「ダウンロード」を押すとCSVファイルが表示され、ダウンロード可能です。「SD保存」を押すと

micro SDカードにCSVファイルが保存されます。「SD保存」についてはmicro SDカードが必要

です。 
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8. こんなときは 

＜点検のしかた＞ 

本製品を長く安全にご使用していただくために定期的に点検を行ってください。 

以下点検の結果、気になる点やその他の異常などを発見された場合は、お買い上げの販売店ま

たは施工店へお問い合わせください。 

 

■ 点検時期 

本製品の点検は定期的（1ヶ月毎を目途）に行ってください。 

 

■ 点検項目 

本製品の外観：汚れや大きなキズはないこと 

本製品の背面、放熱部に異物などがないこと 

塗装の剥がれやサビなどがないこと 

 

本製品の音：聞きなれない音はしていないこと 

明らかな異音はしていないこと 

 

本製品の臭い：異臭はしていないこと 

こげたような臭いなどがしないこと 

 

本製品の周囲：ほこりっぽくないこと 

高温になっていないこと 

湿気がひどくないこと 

本製品に物が当たっていないこと 

本製品へ悪影響を及ぼす環境になっていないこと 

（＜製品使用環境に関する注意事項＞に詳細を記載してあります。） 

 

本製品の表示：リモコンまたはWeb画面へエラーコードの表示はないこと 

＜エラーコードが表示されたとき＞を参照してください。 
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＜日常のお手入れ＞ 

・ 軽微な汚れの場合は、水を染みこませた布をよく絞って拭いてください。 

・ 汚れがひどい場合は、薄めた中性洗剤を染みこませた布をよく絞って拭いてください。 

・ 拭き終わった後は水を染みこませた布で洗剤を拭き取ってください。 

・ 放熱部上部にほこりなどたまっている場合は乾いた布などで掃除してください。 

※お手入れの際、本製品のサイドカバーやネジ類を外さないでください。 

また本製品本体に直接、水などをかけての掃除はしないでください。 

お手入れについてご不明な点は、お買い上げの販売店または施工店へお問い合わせく

ださい。 

 

本製品の清掃には、有機溶剤（シンナー、ベンジン等）、強アルカリ性物質、および強酸性

物質を使用しないでください。高圧洗浄の水をかけないでください。 

 

本製品は設置後15年を超えると、蓄電性能を維持できなくなるため、新しいものに交換をご検

討願います。 

＜故障かなと思ったら＞ 

■ リモコンのメニューボタンを約2秒間長押しして、サブボタンを表示させて、警告解除ボタンの

上の状態表示LEDが赤色に点滅していないかご確認ください。もし点滅していただ場合は、

＜エラーコードが表示されたとき＞を参照してください。 

 

■ 運転が開始・再開をしないとき 

＜屋内用リモコンが全消灯して、反応もしない場合＞ 

メニューボタンを約2秒間長押ししてください。 

表示されない場合は、リモコン本体側面の主電源スイッチが「ON」になっているか確認して

ください。 

主電源スイッチが「ON」になっている場合は、主分電盤の連系接続用ブレーカ（太陽光発

電用）、特定負荷用切替開閉器のブレーカが「ON」になっているか確認してください。 

ブレーカが「ON」になっている場合は、お買い上げの販売店または施工店へお問い合わせ

ください。 

＜夜間に蓄電池の残量がありますか？＞ 

リモコンの電池ボタンを押して電池残量を確認してください。 

充電動作を行っても電池残量が上がらないまたは充電を行えない場合は、お買い上げの

販売店または施工店へお問い合わせください。 

 

 

 

 



 
 

 

38 
 

■ 発電していない、または蓄電池から充電や放電がされないとき 

メニューボタンを約2秒長押しして、サブボタンを表示させ、運転停止ボタンの上にある状態

表示LEDが緑色に点灯をしているか確認してください。点灯していない場合は＜運転を開始

する＞を参照ください。 

※自家消費優先コース（GREEN）の場合、日中の発電量が少ない場合は、蓄電池に十分に

充電されない場合があります。他のコースに切り替えて充電が開始するか確認してくださ

い。 

※充電が開始した場合、本製品に問題はありませんので、しばらく様子を見てください。 

 

■ 気になる音が聞こえる、または異臭がするとき 

明らかな異音がする場合は、本製品の運転を直ちに停止（運転/停止方法に記載してありま

す。）してお買い上げの販売店または施工店へお問い合わせください。 

※次のような音は故障ではありません。 

 本製品内から「カッチャカッチャ」という音がする 

 本製品内から「ジーッ」、「キーン」という音がする 

⇒本製品の動作音（運転の開始時、電力の変換時）になります。 
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＜エラーコードが表示されたとき＞ 

【エラーコード表示例】 

    

 

 

 

異常が発生した場合はリモコン、Web画面にエラーコードが表示され、リモコンの警告解除ボタ

ン上の状態表示LEDが赤色で点滅します。「エラー」を選択すると異常発生日時とエラーコード、異

常の内容が確認できます。解除方法は、＜エラーコードの解除＞に記載してあります。解除され

ると通常の表示に戻ります。エラーが解除できない場合、繰り返し発生する場合、運転が再開しな

い場合は、お買い上げの販売店または施工店へお問い合わせください。 

※エラーコードの内容によっては、お客様自身で解除できない場合があります。 

 

■ G保護（系統連系保護）が発生した場合（G1.***） 

系統の一時的な異常が発生しましたが本製品の異常ではありません。 

系統の異常が正常に戻ると約300秒間の待機時間の後、自動的に運転を再開します。 

 

■ E1. ***の異常が発生した場合 

 

例：「E1.013」下線部は本製品の台数によって変化します。 

1台目の場合は「E1.013」と表示され、2台目の場合は「E2.013」と表示されます。 

 

＜エラーコード一覧表＞の内容を参考にして、異常を取り除いてください。 

その後、警告解除ボタンを長押し（約2秒間）することで、エラーコードの表示を解除できます。 

異常状態を取り除いても、繰り返し同じエラーが表示される場合は、お買い上げの販売店ま

たは施工店へお問い合わせください。 

 

■ 「F*.*** 」、「H*.*** 」の異常が発生した場合 

メンテナンスやサービスマンによる修理が必要になります。お買い上げの販売店または施工

店へお問い合わせください。 

正常時 エラー時 
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＜エラーコードの解除＞ 

本製品や設置環境に異常が発生した場合、以下のようなエラーコードがリモコンに表示される

ことがあります。表示された場合は、以下の手順でエラーコードの表示を解除できます。 

※エラーコード表示時の異常内容や対応は＜エラーコードが表示されたとき＞から記載してあり

ます。解除できない異常が発生している場合は、お買い上げの販売店または施工店へお問い

合わせください。 

 

① サブボタンが表示されていない場合は、メニューボタンを約2秒間長押しして、サブボタンを表

示させます。 

 

② 警告解除ボタンを約2秒間長押しします。 

                   

 

③ 正常に解除を行えた場合、メニューボタンを押すと通常の画面に戻ります。 
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＜エラーコード一覧表＞ 

名称 

G保護 異常 

説明 
G1.*** 

A*.*** 

E*.*** 

パワコン通信異常 - A0.300 

本製品とリモコンの通信に異常が発生しまし

た。自然に復帰しますが、頻繁に発生する

場合はお買い上げの販売店または施工店

へお問い合わせください。 

ネットワーク接続異常 - A0.301 

ネットワークとの通信に異常が発生しまし

た。自然に復帰しますが、頻繁に発生する

場合はお買い上げの販売店または施工店

へお問い合わせください。 

microSDカード異常 - A0.302 
microSDカードの保存に異常が発生しまし

た。microSDカードをご確認ください。 

時刻設定異常 - A0.303 
時刻が正しく設定できませんでした。 

時刻設定をご確認ください。 

系統電圧センサ検出異常 - A1.001 系統の異常が繰り返し発生しました。 

内部温度異常 - A1.005 

本製品の内部、周囲温度が異常になりまし

た。本製品の設置環境をご確認の上、異常

解除操作を行ってください。（⇒＜製品使用

環境に関する注意事項＞参照） 

CTエラー - 

A1.009 CTが正しく取り付けられていません。お買い

上げの販売店または施工店へお問い合わ

せください。 
A1.010 

充放電温度制限中 - A1.225 
蓄電池保護動作のため充放電電力を制御

しています。異常ではありません。 

蓄電池寿命警告 - A1.293 

蓄電池が60％以上劣化しています。 

継続して使用しても問題ありませんが本製

品の買い替えをご検討ください。 

固定スケジュール異常 - E0.308 
遠隔出力サーバとの通信に異常が発生しま

した。 

自立出力過負荷異常 - 
E1.012 

E1.013 

非常用コンセントに定格異常の機器が接続

されています。コンセントに接続する機器を

調整してください。 
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名称 

G保護 異常 

説明 
G1.*** 

A*.*** 

E*.*** 

交流過電圧異常 G1.001 - 系統に異常が発生しました。 

自然に復帰しますが、頻繁に発生する場合

はお買い上げの販売店または施工店へお

問い合わせください。 

交流不足電圧異常 G1.002 - 

周波数上昇異常 G1.003 - 

周波数低下異常 G1.004 - 

受動的単独運転異常 G1.005 - 

能動的単独運転異常 G1.006 - 

交流瞬時過電圧異常 G1.007  

※一覧表に記載のない A*_***や E*_***が発生した場合 

本製品に異常が発生しています。＜エラーコードの解除＞を行ってください。解除しても頻繁に

発生する場合はお買い上げの販売店または施工店へお問い合わせください。 

  



 
 

 

43 
 

9. 遠隔出力制御機能について 

2015年4月1日より、経済産業省による出力制御ルールの施行に伴い、本製品は遠隔出力制御

(出力制限)ができる機能を搭載しています。本機能により、電力会社からの出力制御指令を、屋

内用リモコン通じて本製品が受け取り、制御指令値に応じた本製品のコントロールを行います。 

 

※遠隔出力制御は省令により定められたものであり、機能を無効化することはできません。 

 

遠隔出力制御が働いた場合は、Web画面のホーム画面に「遠隔出力制御」と表示されます。 

また屋内用リモコンの発電電力値の数値の前に「L2 or L3 or L6 or L7」が追加で表示されます。 

 

本製品は、運転中に屋内用リモコンを経由して電力会社と双方向通信を行います。双方向通

信ができない状況が一定時間継続すると、本製品はエラーコード「遠隔出力制御サーバ通信異常

Ax.306」を屋内用リモコン、Web画面に表示し、運転は継続します。ただし、電力会社と通信ができ

ない状況が長期間継続し、屋内用リモコンに保存されている制御スケジュール情報がなくなった

場合、「Ex.308」を屋内用リモコン、Web画面に表示し、運転が停止します。 

 

屋内用リモコンにエラーコード「Ax.306」、「Ex.308」が表示されたときは以下の項目についてご

確認ください。 

※通信が正常に戻れば自動的に運転を再開します。頻繁に発生する状態が続くようでしたら、お

買い上げの販売店または施工店へお問合せください。 

 

・ インターネットの接続を確認してください。 

・ ルータが正常に動作しているか、電源コンセントが抜けていないか確認してください。 

 

停電時には出力制御機能は働きません。自立運転は従来と変わらずお使いいただけます。 

※最大出力 2kWです。 

 

  



 
 

 

44 
 

10. 仕様一覧 

項 目 仕 様 

系
統
配
線
口 

系統の種類 単相3線100V/200V 

出力電気形式 単相2線式（単相3線結線） 

定格出力電圧 202V 

定格出力 4.0kW（有効電力）/4.2kVA（皮相電力） 

運転力率 0.95  

系統電圧制御方式 自励式電圧型 電流制御型 

定格周波数 50Hz/60Hz（連系時の周波数） 

逆潮流の有無 逆潮流あり 

売電方式 余剰電力売電 

電流歪率 総合5％以下，各次3％以下（定格電力時） 

電力測定精度 
電力    ：3％以内（at 4kW） 

積算電力：3％以内（at 力率0.95 / 4kW, 2kW, 1kW） 

特
定
負
荷
用
接
続
口 

定格電力 2.0kW / 2.0kVA 

定格電流 20A 

定格力率 力率0.8以上 

定格周波数 50 / 60Hｚ（連系時の周波数） 

定格電圧 単相2線式101V±6V 

その他 

停電時自動切替機能付き（切替時間10秒以内） 

非停電時バイパス機能付き 

クレストファクト2.0以下 

太
陽
光
発
電
配
線
口 

定格電圧 DC 250V 

定格電流 8.4A 

最大許容電圧 DC 450V 

動作電圧範囲 DC 65V ～ 440V 

定格入力電力 2.1kW/1入力毎 

最大入力電力 2.7kW/1入力毎 (2.1kW以上は温度垂下あり) 

入力回路数 2入力（MPPT個別） 

絶縁方式 非絶縁方式 

最大電力追従 

制御範囲(MPPT) 
DC 65V～360V 

定格動作運転範囲 DC210V/10A～340V/6.2A/1入力毎 

最大入力電流 12A/1入力毎 
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電力測定精度 3％以内（定格運転時） 

蓄
電
池 

蓄電容量 2.3kWh 5.8kWh（増設時） 

初期実効容量 

（JEM1511による） 
2.08kWh 5.2kWh（増設時） 

定格充放電電力 

（最大入出力） 
2.0kW 

Ah・セル 729.6Ah・セル 1824Ah・セル（増設時） 

出力可能時間 約65分 約170分（増設時） 

そ
の
他 

耐用年数 15年 

設置環境 屋外/屋内 

製品重量 約75kg 

外形寸法 幅711mm×高さ735mm×奥行き324mm（突起部を含む） 

使用温度/保管温度 

動作範囲-20～50 ℃ 

定格運転動作範囲-10～40℃ 

充電可能温度範囲 0～40℃ 

放電可能温度範囲-20～40℃ 

※天候や設置環境によっては蓄電池保護のため、充放電電

流を制限する場合がございます。 

保管温度 -20～60 ℃ 

湿 度 20％～95％RH（結露なきこと） 

冷却方式 自然空冷方式 

待機電力 10W以下 

運転効率 
太陽電池配線口～系統配線口 96.3％ 

蓄電池配線口～系統配線口 96.9％ 
※JISC8961による 

外部通信 

屋内用リモコン用通信コネクタ 

増設通信用コネクタ 

電池増設用通信コネクタ 

RPR用CTコネクタ 

外部発電機用CTコネクタ 

接地 D種接地またはC種接地 

絶縁耐圧 AC 1,500Ｖ 1分間（主回路・制御回路一括対アース間） 

絶縁抵抗 
1MΩ以上 (DC500Vメガーにて) 

（主回路一括対アース間） 

ECHONET Lite仕様 

蓄電池クラス、住宅用太陽光発電クラス、 

住宅用分電盤クラス、必須プロパティ搭載 

規格 Version 1.13 Release J 
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11. 製品の保証について 

■ 保証期間 15年 

 

■ 保証対象機器 

・ 本製品（MPR01S4023MR） 

・ リモコン（MPR0003）/専用主幹電流センサ・・・本製品との同時使用を条件とする。 

・ 蓄電池ユニット（MPR01H2035MR,オプション品） 

 

■ 保証適用条件 

インターネット接続継続運転＋系統連系開始後３ヶ月以内のWeb保証登録を行っていただく必

要があります。保証申請を行っていただいた後、保証登録書発行・発送となります。 

保証書は大切に保管をお願い致します。本製品の故障時などに保証書の提示を求める場合があ

ります。 

 

■ 保証内容 

取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意に従った使用状態で、かつ保証期間中に、当社の責任

による対象機器の故障及び不具合が発生した場合に、無料で交換もしくは修理対応を致します。 

 

＜製品の移動・移設について＞ 

引っ越しや、住宅のリフォーム工事などに伴う太陽電池や本製品の移設や撤去・廃止の際は、

ご契約の電力会社に手続きを行う必要がありますので、お買い上げの販売店または施工店へお

問い合わせください。 

 

＜製品の廃棄・リサイクルについて＞ 

蓄電池の廃棄・リサイクルについて本製品にはリサイクル可能なリチウムイオン電池が搭載さ

れております。本製品を廃棄される際は、当社（ess-resi-info@murata.com）までお問い合わせくだ

さい。 
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12. 補助金申請関連情報 

 

本製品は、「一般社団法人 環境共創イニシアチブ（SII）平成 31 年度 ネット・ゼロ・エネルギー・ハ

ウス（ZEH）化による住宅における低炭素化促進事業 蓄電システム一覧」への製品登録を予定し

ております。（2019 年 7 月末登録完了予定） 

 

パッケージ型番と構成機器については下表を参照ください。 

パッケージ 

型番 

蓄電池 

定格容量 

構成機器 × 数量 

蓄電池一体型システム 

MPR01S4023MR 

蓄電池ユニット 

MPR01H2035MR 

屋内用リモコン 

MPR0003 

MPR-P001 2.3kWh 1 台 - 

1 台 

MPR-P002 5.8kWh 1 台 1 台 

MPR-P003 4.6kWh 2 台 - 

MPR-P004 8.1kWh 2 台 1 台 

MPR-P005 11.6kWh 2 台 2 台 

※補助金を受けて、本製品を購入いただいた場合、所有者は法定耐用年数（6 年間）の期間、取

扱説明書等に従い、適切な管理・運用を図らなければなりません。 

 

13. 問い合わせ先 

 

本製品の取り扱い方法及び異常などを発見された場合は、お買い上げの販売店または施工店へ

お問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

●お問い合せ・ご相談窓口 

フリーダイヤル 

0120–890-990 

 携帯電話・PHSからもご利用になれます。 

 【受付時間】 月～金 / 9:00～18:00 （祝祭日を除く） 

※電話番号、受付時間などが変更になることがあります。 

 販売店 


